



















第 3 834 号
昭和 52 年 3 月 18 日









































にスピン密度波の発生機構について全く新しい理論を与えている。 2 の FeRhではその磁場あるいは
温度上昇による強磁性への転移について始めてミクロスコピックな物理像を与えた。 3 のインパ一合
金についても Fe-Fe原子間の相互作用が主原因であることを始めて主張し，最近それを裏づける実験
事実が見出されている。
寺岡君の理論は現在のところ原子磁気モーメントの熱的ゆらぎを取入れるまでには至っていないが，
将来金属物理学，磁性理論の分野で d 電子の遍歴・局在両性質を同時に取入れる有力な方法になる可
能性がある。また上記の三つの問題については，このような一般論的意義は別にしても，それぞれに
非常に興味深い新しい理論を与えている点は高く評価することができる。したがって理学博士の学位
論文として十分価値あるものと認定する。
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